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経
済
思
想

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
経
済
思
想
は
、
そ
の
政
治
学
と
同
じ
ょ
ぅ
に
、
道
徳
哲
学
の 

一
分
枝
で
あ
る
。
彼
は
、.経
済
問
題
を
そ
れ
自
体
と
し
て
で
は
な
く
、
道
徳
や 

_

と
1

し
た
4-
の
と
し
て
扱
つ
た
。
.

「

政
^g

正
義」

.の
後
の
版
が
、
过
. 

S 

•ソ
ー
ル
ト
や
只
.

A

•プ
レ
ス
ト
ン
な
ど
経
済
学
'者

の

観

点

.か

ら

編

集

さ 

れ
た
と
と
は
.不
幸
で
あ
つ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
経
1

者
の
¥1
1
断
に
従
わ
せ
る 

X」

と
は
明
ら
が
に
不
適
当
で
あ
る
。

：

、
経
済
が
財
産
制
度
を
与
え
ら
れ
た
も
の
ど
し
た
の
に
対
し
、.

ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
は
そ
の
制
度
の
質
子
的
基
礎
を
た
ず
ね
.た
。
彼
は
交
換
、
.需

要

、
.
_

、
.
価
 

格
な
ど
の
問
调
を
無
視
じ
、
労
働
価
値
説
を
搭
分
析
の
た
め
で
は
な
く
、
所 

有
権
の
倫
理
的
麗
と

.0
_
係
に
お
い
て
適
用
し
た
。
彼
は
、
脉
産
制
度
と
政
'
 

府
、
靖
刑
罰
な
ど
の
害
恶
と
の
関
係
を
碰

%;
r
般
的
な
原
理
に
お
.い
て
〃 

換

£

し
よ
ぅ
と
す
る
。

：

.

.

■;

彼
の
思
想
と
、ロ
ブ
ク
と
の
関
係
は
興
味
深
い

0

,

^

し
、
ぺ
所̂

の

緊

と

し

：
て 

を

塞

，
に

代

え、

'

 

貨
幣
と
交
換
制
度
が
■な
け
れ
ば
蓄
積
の

ウ
イ
リ
ア
ム
，
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
文
献
’：

C1I)

，目
的
は
失
わ
れ
る
と
い
う
口
ッ
ク
の
説
を
採
る
と
、

こ
れ
は
.非
常
に
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
に
近
い
。
が
く
し
て
、
余
分

.
な
も
.の
を
自
発
的
に
貧
し
い
人
々
に
与
え
る
個 

人
的
生
産
者
と
い
う
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
的
社
会
の
基
礎
が
生
ま
れ
ょ
う
。

.

.

ゴ
ド
ウ

.
i

ン
.

の
三
つ
の
通
産
の
段

P

は
、

ロ
ッ
ク
に
そ
の
基
礎
を
置
き
、

. 

ス
ミ
ス

.

に
お
い
て
さ
ら
に
ょ

<

現
わ
れ
て
い
る
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
こ
れ
を
体
系 

し
的
に
論
理
的
に
整
理
し
た
最
初
の
人
で
あ
ろ
：う
し
、
後
の
社
会
主
義
に
大
き
な 

影
響
を
与
え
：だ
の
は
、：へ
彼
の
明
確
な
定
式
化
で
あ
っ
た
。
そ
こ
恥
ら
、
生
存
権 

と
金
労
働
取
益
権
の
間

.
_の
宿
命
的
な
争
い
が
生
ま
れ
た
。
彼
は
生
荏
権
を
根
本 

的
忙
優
敗
さ
せ
て
い
る
プ

" 

.

,

財
産
論
：に
お
い
て
、
：彼
は
聖
書
や
ス
イ
- 7
,

ト
.
の

? »
6

§

0

1

1

0

2

1

'

3

^
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§

1

S
U
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D
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e
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£
1

 

ロ
及
し
てi

る
げ
れ
、ど
も
、
財
産
の
蓄
積
に
対
す
る
'攻
撃
は 

「

ガ
.

リ
バ

.

，

—

旅
行
記」

.

や

「

ユ.

！
ト
ウ
ピ
ア
，j 

.に
も
見
出
だ

.

せ
る
1 ;

、
ま
た
モ
レ

. 

.

.リ
ィ
、

,

マ
ブ

^

イ
'
、
プ

リ

ソ

な

ど

革

龜

の

プ

ラ

：

V

ろ
の
著
作
家
‘に
も
非
常
に 

.

多
ぐ
の
例
が
あ
マ
た
。
へ
だ
が
彼
の
富
ぼ
対
す
る
強
力
な
攻
擊
か
真
の
先
駆
ば
フ 

ラ
ン
ス
人
で
は

^

^

て
、

人
〒
ッ
ト
ラ
シ
ド
の
教
授

W

.
オ
ウ
グ
ル
ヴ
ィ
で
あ

.
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マ
た
.上 ATS 
で
.も
る
:'
0
-
'
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: 

'

.
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:■

彳
ド
ゥ
ィ
V於
経

管
0 '
.

-

は
道
觀
な
問
題
ゼ
重
視
し
て
い
る
£
:とは
、
11

「

 

つ
：の
.重
要
な
_済
問
題
、
分
業
、
贅
沢
の
価
値
、
お
よ
び
人
口
問
題
に
対
す
る 

彼
の
態
度
に
和
い
で
明
瞭
で
卷
る
0:
.

.
:■

.

. 

-

■■

.「

経
祖
者
達
は
分
業
を
繁
栄
と
進
绝
の
源
ど
考
え
.た
の
.に
対
し
.、

.ゴ
れ
ゥ
ィ
一 

ン
.-に
と
っ
.て
、.：そ
れ
ぼ
：

〗

"激
惰
な
高
慢
な
者
共
を
ま
す
ま
ず
f

立
て
る
た
め 

に
卞
層
階
級
の
勤
勉
.を
打
ち
延
ば
す
が
方
策
で
^
っ
た
。
彼
は
、
分
業
と
‘い
う
‘
 

経
済
問
題
を
、：
不
平
等
ど
い
う
道
徳
的
問
題
&

ぎ
換
え
：て
い
る
，

：

ま
た
、
労
働
者
の
.利
益
と
な
.ら
ぬ
単
な
る
生
産
力
の
増
大
を
用
け
て
、
贅
沢
'
 

を
非
難
し
た
0
.彼
ぱ
ヒ
ュ
ー
A
に
な
，̂

て
、
.瞥
奴
と
，
慕
な
改
良
す
な
わ
.
 

ち

「

M-
{Ja
品」

>:
を
12
:
別
じ
_て
い
る
。_

経
済
学
^

ち̂
.に
と
っ
て
，
人
口
制
限 

は
当
然
の
と
'と
で
あ
っ
た
が
、
^
に
と
っ
て
ば
、/そ
れ
は
労
働
者
の
生
叢
か
'
 

ら
の
®

.
の
控
除
に
よ
っ
て
人
為
的
に
下
げ
ら
れ
だ
i

水
準
の
結
果
で
あ
？

>
J
O
. . 

. 

:

 

‘ 

.

..'
■
■ノ
.

'

.

'
.. 

■■
:
'

最
後
に
、
ブ

：0

ィ
ル
ス

フ
ァ
ド
な
ど
の
"
彼
は
工
場
を
見
た
こ
と
も
資
本
に 

つ

i

て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
書
き
ぶ
り
だ
"

と
い
う
非
難
に
答
え
ね
ば 

な

ら

な

い
'0

第

一

に
、
彼

は

j

般
原
理
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
工

場

制

度

と

資
.

 

本
に
対
す
る
攻
擊
は
、
財
産
権
と
分
業
論
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の 

主

な

題

は

機

械

に

よ

っ

：て
生
産
力
が
増
し
た
時
に
労
働
者
が
取
得
す
る
範
囲 

で
あ
る
。
も
し
も
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン

.
が

、

資

本

家

の

所

有

す

る

餐

を

動

；
^

す

労

働
 

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
財
の
価
値
を
分
析
し
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
ヽ
機
桃 

に
.
よ
る
価
値
を
そ
の
機
械
を
作
っ
た

^

働
に

8

冗
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
'

マ
ル

• 

-

.八

.

.六
：
：
.：
 (

.
<
六 >

:

'

ク
ス
的
な
方
向
に
：そ
の
労
働
麻
霞
を
発
展
.ざ
♦
た
で
ぎ
な
t
 

'§:
H-
、'

ゴ
.
 

ド
ー
ゥ
ィ
'
:

v

がH

場
を
見
た
こ
-と
が
な
か
っ
た
と
い
ぅ
こ
と
出
教
え
ら
.れ
る
。

讯

•
 

F 

•

ホ
ー
ル
办
指
摘
す
る
ょ
ダ

^

"

発
明
に
ょ

.
る
：

S

会
の
変
動
は
、
大
抵
，
 

の
配
で
ぼ

.

：ー
<

1

ソ

五

年

ま

：

.
で

は

起

ぢ

な

か

.
っ

た

//
0
.
.こ

^ :

年
か
ら
ー
六
年
の
間
ぬ
、
が
ぜ
農
業
問
題
が
.、
暴

、
議

会

、
.
ff
-
-
聞

の

法

目

を

一 

集

め

てt>
た
"
か

、
'
な

ぜ

そ

れ

が

 

ー
+:
九
0
¥:
^ :
に
彼
，̂

の
同
時
^

^
の
_
 

目
を
集
め
て
い
た
：：か
を
説
明
す
る
。
社
会
不
安
を
工
場
制
度
に
対
す
る
反
抗
と 

と
る
向
ぎ
が
あ
る
：け
れ
ど
も
一

v

七
九
o
年
か
ら
.

「

八『

五
年
に
.が
ポ
て
は
、 

"
プ
ロ
レ
タ
リ
.ア
の
反
杭
の
温
床
と
な
？
た
の
：は
、

'
.
.
ま
だ
家
内
工
業
が
：盛
ん
な 

_と
ど
ろ
で
あ
っ
：た0

"

9レ
ヴ
イ〕

'.
.

'

..:

. 

•

. 

'

V :
:

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
非
国
教
派
の

.

霧

■

.

H

は
、.

.：ゴ
、ド
ゥ
ィ
ン
の

'

思
.
想
に
お
い
て
.最
も
特
徴
的
な
も
の
は
イ 

ギ
リ

K
、

プ
ロ
テ
ス
タ
匕
ア
イ

.
ズ
ム
，の

^

^

的
遺
産
だ
と
い
へ
っ
て
い
る
。

こ
れ 

は
あ
る
程
度
真
実
で
あ
る
於
、

'

ニ
つ
の
点
で
あ
ま
り
に
単
純
化
し
て
■

い
る
。
第 

一

イ

ギ

リ

ス
*.
:

プ
ロ
テ
！

<

タ
ン
テ
ィ
ズ

A

の
思
想

.

は
全
.て
於
同
一
で
は
な 

_

い
。
非
国
教
派
に
お
い
て
す
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
が
あ
る
。
第
二
に
、
非
国 

教
派
の
思
想
に
井
通
す
る
要
素
を

'
選
ん
：で
み
て
も
、

ゴ
ド
ゥ
イ
シ
を
説
明
す
る 

こ
と
は
出
来
な
い

0
^ .

.

は
い
ろ
い
ろ
だ
、
時
に
は
対
立
す
る
い
ゲ
：つ
か
の
伝
統 

を
身
に
つ
け
て
い
る
。
彼
が
育
っ
た
非
国
教
派
の
中
で
も
、
彼
に
対
す
る
影
響 

.
•取
：

I
,

様
で
は

.

な

ね

彼

の

思

想

は

、初
期
の
信
仰
の
影
響
で
あ
る
の
と
同
時
，に
、 

そ
れ
に
対
す
る
反
抗
の

.
結
果
で
も
あ
る

0

.

個
人
判
断
の
権
利
の
主
張
、
教
育
の
国
家
統
制
の
拒
否
、
独
立
し
た
真
理
の

力
の
信
仰
、
完
全
な
誠
実
の
擁
護
、.

平
等
の
理
論——

こ
れ
ら
は
非
国
教
派
の 

書
物
に
繰
り
返
さ
れ
た
テー

マ

で

あ

る
.0
.
.
け
れ
ど
も
、
.ゥ
ド
ハ
ゥ
ス
教
授
が
示 

し
た
よ
う
に
、
ピ
土
リ
タ

'

ン
の
思
想
は
い
く
つ
が
の
派
が
あ
り
、
内
部
で
争 

.

っ.

て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
ピ

.

ュ
_
リ
タ
シ
め

0

体
が
主
張
す
る
自
由
と
平
等

.
の

範
. 

囲

は
^

^

の
原
砠
〃
の
程
度
に
よ

.
っ
て
違
う
の
で
、
単
純
に
非
国
教
派
の
伝 

統
と
い
え
る
よ
う
な
思
想
を
も
っ
た
同
質
的
な

0

体
は
十
八
世
紀
に
は
存
在
し

. 

な
い

0

'

•

 

:

:

:

.

:

.

•

非
国
教
派
の
人
々
が
完
全
に
一
致
す

る

点
は
、

.

個
入

¥1
]

断
の

.

権
利
と
義
務
、
 

お
よ
び
国
家
統
制
へ
の
敵
対
心
で
あ
る
。
ピ
ュ
リ
タ
ン
：の
個
人
主
義
は
、
選
民 

と
万
民
祭
司
の
教
義
に
基
い
：て

•
い
る
。

こ

の

後

者

の

理

論

は
P

&

5 -
0

&

&

丨
 

I

 

(

道
徳
律
廃
棄
論
、

キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
者
は
福
音
に
承
さ
れ
て
ー
い
る 

神
の
恵
み
の
救
済
を
受
け
る
か
ら
道
徳
律
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
主
張
す
る
信
仰 

至
上
論

V

と
な
り
や
す
い
。

こ
れ
を
避
け
て
、
し
か
も
個
人
的
判
断
の
完
全
な 

自
闰
を
保
持
す
る
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
る
。

⑴

個
人
的
な
理
性
が

.理
解
す
る
プ
ラ
ト
ン
•的
な
永
遠
の
真
理
を
主
張
す
る 

こ
と
。

こ
れ
は
ィ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
伝
統
に
属
し
、

ズ
.

P
r

i
c

e

 

に
よ
っ
て
代
表

^

れ
る
。

：

■ '
:

.

⑵
"

人
間

.
の
心
に
書
’
か
れ
た

"

自
然
法
の
理
論
を
受
け
霞
れ
る
こ
と
。

こ
れ 

は
ス
ト
ア
的
な
自
然
法
の
伝
統
に
属
し
、

0
P

P
1

S

，や

S

&

H

P

.

&

Mな
ど
の 

m

^ 'd
i

s
s

e
n

t
e

r
s

の
多
数
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

：

'

⑶

人
々
の
精
神
の
働
ら
き
に
は
共
通
性
が
あ
る
と
，す
る
心
理
学
の
：
"
自
然 

法
則

"

を
主
張
す
る
こ
と
。

w

*

R
o

b
i

n
s

o
n

,

 

b

.
与
 i

l
l
i
a

日
 s

,

 

P
r

i
e

s
t

l
e

y

.

ウ
ィ
リ
ア
ム

•

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究

.
文

献

(

ニ)

.

.

な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
感
覚
論
心
理
学
の
経
験
主
義
的
伝
絲
。

，

.

興
味
深
い

.こ
と
に
は
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
あ
る
時
は
絶
対
不
変
の
真
理
に
訴 

え
、
あ
る
時
は
理
性
の
法
則
に
訴
え
、
ま
た
'あ
る
時
は
人
間
精
神
の
法
則
に
訴 

•

え
る
と
い
ぅ
よ
ぅ
に
、
.道
徳
律
廃
棄
論
を
こ
れ
ら
三
つ
の
全
部
を
用
い
て
避
け 

て
い
る
の
で
あ
：: ^

。「

稱
の

.

個
人
主
義
が
、.
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
個
人
主
義
の
論 

理
的
帰
結
で
あ
る
と
す
る
こ
と
の

.

誤
り
は
耷
ぅ
ま
で
も
な
い
。

ゴ
ド
ウ
ィ
シ
は
、
結
社
や
政
治
的
立
法
的
手
段
に
よ
る
問
題
の
解
決
に
反
対 

し
て
，
非
国
教
派
の
伝
棘
と
矛
盾
し
て
い
た
。
非
国
教
派
の
プ
ラ
イ
ス
だ
け
が 

彼
に
プ
ラ
ト
ン

.

主
義
を
教
え
た
の
で
は
な
く
、
非
国
教
派
以
外
の
個
人
主
義
思 

想
も
存
在
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
思
想
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
政
府
.の
な
い 

社
会
に
つ
い
て
の
い
ん
い
ろ
な
人
の
考
え
も
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

ゴ
ド
ウ 

ィ
ン
の
悤
想

.

の
複
雑
さ

.
は
、
そ
の
全
て
の
源
を
た
ず
ね
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る 

の
で
、
彼
の
説
の
特
徵
を
イ
ギ
リ

.ス
的
と
考
え
た
ル
サ
ン
は
、*

コ
ド
ウ
ィ
ン
が 

読
書
に

.

よ
っ
て
得
た
も
の
を
見
過
ご
し
、

フ
ラ
ン
ス
：的
と
考
え
た
グ
ー
ル

.

は
、

ゴ
ド
ウ
ィ

.ン
が

伝

統

に

よ

っ

て

得

た

も

の

を

身

落

し

て

し

ま

っ

た

の

で

.あ 

.る
。

：

,

'

•

.

兄
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
修
正
、

•

そ

.の

思

想

の

発

展

1
,

、
：

.

:
 

|

省

略

:

¥

「

政

治

的

疋

義

J
:

の

影

響
.:
.

一
 

.
丨

• 

.

:

.

:

•
 

*

■ 

グ 

-

*
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、

D
a
v
i
d

 Fieislier;

豸

日

ぼ

ヨ

のodwin, 

A

 S
t
u
d
y

 in L-iberalis 
日

'
1
9
5
1
,
.

.
,
ズ
-

八七
.
.
C

八
七)



Introduction

I 
Life a

n
d

 W
o
r
k
.
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' . 

'i 

.

.
p
a
.̂
s-
a
J
^
t
f
c
s

 

F
u
n
d
a
m
e
n
t
a
l

 principles.

N

 

■
^
&
^
c
<
i
r
s

§
s
c
s
 v

.
s
u
p
p
l
e

日 entaly. prin'ciples 
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I
T
A
f
t
e
r

 

J
w
a
^
a
r
.
/
H 

v
l
i
a
t
e
r

 T
h
o
u
g
h
t

 

1

 

Bellglouw V
i
e
w
s

 

:

.
M
l 

Conclusion

Selected ^Reference M
a
t

otrialw 

index

'

序

.
論

,

V
 

’

1
.

人
間
が
完
全
と
な
る
可
能
性
を
信
じ
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
説
は
、
フ
ラ
ン 

ス
$

に
麗
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
強
カ
な
改
革
運
動
の
一
つ
の
.表
明
で
あ 

る
。

，こ

の

運

動

は
、
：
C
*
'
J
. 

F
o
x

に
指
導
さ
れ
た
議
会
の
ウ
ィ
グ
党
の
自
由
'
 

主
義
、E

.

 B
u
r
k
e

の「

省
察」

に

答

え

るT. 

P
a
i
n
e
; 

K
i
g
h
t
s

 

o
f

 

M
a
n

な
ど
の
多
数
の
パ
ン
フ
レ
ブ
ト
、
お
ょ
び
.穏
睫
なF

r
i
s
d
s

 

of the 

.

P.eople 

か
ら
戦
闘
的
な
！

Lorrdon, c
o
r
r
e
s
p
o
n
d
i
n
g

 Society 

に
至
る
..
 

さ
ま
ざ
オ
な
改
革
団
体
の
綱
領
や
活
動
に
お
い
て
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
接 

の
影
響
は
短
い
け
れ
ど
も
、
長
い
眼
で
見
る
と
異
常
な
衝
動
を
社
会
観
に
与 

え
"
そ
れ
は
全
世
界
に
わ
た
っ
て
社
会
を
革
新
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
'
'

,

2

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
人
間
が
.完
全
と
な
る
可
能
性
を
信
じ
る
多
く
の
同
時 

代
人
と
同
じ
ょ
ぅ
に
、
心
理
学
、
倫
理
学
、
社
会
学
に
水
い
て
も

-
M

 

l

ト
ン 

の
；^

の
よ
う
な
不
変
の
法
則
が
存
莅
す
る
.と
信
じ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

八
八
.

■(

八
八)

,

プ

リー

ス
ト
リ
、

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
ド
ル
バ
ッ
ク
な
ど
の
先
輩
の
説
と
も
一 

致
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
法
則
に
与
え
た
彼
の
特
殊
な
解
釈
は
、V
彼
の
思
想 

の
独
創
性
を
表
わ
し
て
い
る
。

•

i
生
進
と
著
作(

省
略
>
,■
'

.'/
I

'「

政
治
的
正
義」

-
—

^
的
原
理

'

1

ゴ
>
ウ
ィ
ン
は
、
：科
学
、
：芸
術
、
哲
学
の
^

1
に
対
し
て
道
徳
生
活
の 

貧
し
さ
に
驚
ろ
き
、
道
徳
的
、：社
会
的
進
歩
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
.そ 

の
手
段
と
形
式
を
説
明
す
る
こ
と
を
も
っ
てf

政
治
的
正
義」

の
自
的
と
し
た
。

2

こ
.の
目
的
を
達
诚
.す
る
た
め
に
、
彼
は
十
八
世
紀
の
初
め
匕
完
全
可
能 

性
を
信
じ
た
理
論
家
が
採
っ
た
い
く
つ
か
の
信
念
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、

.
'a
人
間
の
精
神
と
は
、
連
想
と
結
び
付
い
た
感
覚
の
産
物
以
外
の
何
物
で 

も
な
い
0
.
.

.

b

A
間
の
行
為
は
、
必
然
の
原
理
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
今

?

有
徳
な
行
為
の
規
準
は
効
用
で
あ
る
。
良
い
社
会
と
は
、
個
々
人
の
行 

為
が
最
大
多
数
の
幸
福
に
貢
献
ず
る
ょ
ぅ

.な
社
会
で
あ
る
。

こ
れ
ら
はr

プ
リ
ー
ス
ト
リ
、
.
エ
ル
ヴ
ェ
シ
々
ス
、
.ド
ル
パ
ッ
ク
も
用
い
た 

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
.ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
理
解
と
は
非
常
に
想
鹿
す
る
。

-
 

:

3，
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
■は
、
ロ
；ッ
ク
に
従
っ
て
本
有
観
念
を
-否
定
し
た
。「

政
治 

的
正
義」

の
後
版
は
//
出
生
前
の
印
象
と
生
ま
れ
つ
き
の
の
影
響
を
論 

じ
、：
そ
れ
を
認
め
る
に
4-
枸
ら
ず
、
生
後
の
^
^
な
印
象
が
そ
れ
を
抹
消
す
る 

と
主
張
し
て
い
る
。

環
境
を
形
成
す
る
.要
素
の
.中
で
、
政
府
ほ
ど
強
力
な
.も
の
..は
な
い
か
ら
、
今

.

.ぽ
ひ
道
嫩
的
膩
敗
の
責
任
は
敗
府
に
あ
る

V
'

•

.'

'

 

4

彼
の
説
は
工
ル
ヴ
エ
シ
ゥ
ス
、
ド
ル

パ
ッ
ク
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、 

道
徳
的
病
弊
の
責
任
を
政
府
に
-
す
る
と
こ
ろ
で
は
全
く
相
違
し
て
.い
る

。
.彼 

は

邊

用

は

證

的

、
：•馨

的

真

理

の

、唯
'Q

基

礎

で.あ
る
"
と

宣

言

し

て

、
.
：
：
 

公
然
た
：る
功
利
主
義
者
で
あ
マ
た
。
：だ
が
、
.彼
の
功
利
主
義
は
非
常
に
重
要
な 

点
に
：お
い
て
、
.
.利
己
心
を
基
礎
と
す
る
：

H

ル
ケ>

:

シ
.ゥ
ス
、
.ド
ル
バ
ッ
ク

•の
説 

と
相
違
し
て
い
る
。
.

彼
は
1

0
結
果
ば
か
り
'で
な

く

、
，
そ

の

動

機

を

&

の
-
 

規
準
に
含
め
'た
。
彼
は
繼
心
の

^-
お
を
信
じ
、
.生
^

.^
3
謎
に
対
す
る
攻
撃

を
続
け
、

シ
ャ
フ
ツ
べ
リ
イ
、X

ト
ラー

、
ハ
チ
ス
ゾ
、：

ヒ
；ユ.

1

ム
に
従
つ
て
、

無

i
欲
な
徳
の
実
現
を
生
張
し
た
。
公
益
と
私
益
：を
調
和
さ
せ
る
ベ
.き
賞
等 

の
：配

分

を

誤'-
?:たと
す
る
'エ'ル
ヴ

0:
ク
々
：ス
、
ド
ル
バ
ッ.ク
.の
政
府
攻
擊
は、
“
.
 

ゴ

.ド
ケ

ィ

ン

め

非

難

么

同

：
一

:た
り
得
な
い0 

r

「

：.
.
:
•

B
こ
：
の®
を
解
く
鍵
と
な
る
、
：

「

f
的
正
義」

0章
句
の
要
約\°
.
. 

:
1
'
、
：
恶
徳
.と：は
f
に
表
わ
れ
た
過
失
に
過
ぎ
な
い
。■.

ニ
、

.

！̂

:

は
.
.ひ

，
と

り

で
.

に

過

失

を

！

I

I

-^ <
- m

付

け

る

よ

ぅ

に

出

来

て

い

る

。
.，
：
.
.
：

一
一

r

し

か

る

に
: ®

？
:府
は
，
精

；

i
：

の
こ
の
働
き
を
妨
害
す
る
。
'
 

,

.、e

.
 ' 

は
決
し
ズ
恶.い
と
思
ぅ
も.の；を
§
は
し
：な
い0悪
徳
と
.い
ぅ

.の

： 

は
過
央
以
外
の
何
物
で
も
た
い
。
.
:
こ
れ
が
完
全
可
能
性
の
論
理
的
基
礎
で
あ
， 

る
.。
':
'
:
^
^
理
は
全
能
'で
&.
る
ダ
か
_ら
/
間
ば
完
全
.疫
な
ヴ
得
石"。
こ
れ
は
、
. 

常
に
改
善
さ
れ
、.永
遠

.に
進
旗
す
る
能
力
を
意f
る
。
•■
:
:
;

-:
■

の
楽
観
的
結
論
は
.
、
--
:

5

の
非
常
に
異
だ:-?
た
仮
説
に
ょ
々
て
膚
か
^

さ
: ^

る
。
す
な
わ
ち.
'
.

ゥ
ィ
.リ
ァ
ム
*
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
碟
究
文
献
£

)

ノ

P

行
為
は
、
人
間
が
支
配
し
得
な
い
気
候
の
よ

5

な
還
境
上
の
条
件
に
よ 

■

っ
て.
大
部̂

^

定
さ
れ
る
と
ー
い
う
仮
説
？

ハ 

:

ニ
、■、自
由
意
志
の
仮
説
。

*

.

:
 

」
■

.

ゾ 

'.

コ
ド
ゥ
ィ
ン
：は
こ
の
.
ニ
つ
を
次
の

.

よ
う
に

®

X，
•

そ
う
と
す
る
々
人
間
の
歴
史 

に
お
：げ
る
自
紙
要
因
の
影
響
ば
認
め
る
が
、
そ
れ
は
反
省
と
.い
う
偉
太
な
作
用 

に
比
べ
れ
ば
無
に
.
も
等
し
い
。

東
た
人
間
の
自
発
的
行
為
は
そ
の
道
徳
的
判
断 

に
よ
っ
て
生
じ
、
そ
れ
は
必
然
的

.

で
：
あ

る

。
ハ
-'
■

.

-

 

,

8
 

.真
理
.
が
過
失
上
：り
強
办
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
悪
徳
が
栄
え
た
理
由
は
、

、
 

政
府
が
過
失
の
：上
に
権
力
と
永
続
他
を
与
え
名
か
ら
で
あ
る

。

：

.

■

'

'
9
'霧
は
精
祌
の
問
題
で
あ
り
，
自
分
自
身
に
よ
っ
.て
達
成
さ
れ
ね
ば
な
ら 

な
い
，
政
府
.は
善

へ

，
の

宇

段

.と
な
る
こ
と
は
出
来
な
.い
。
政
府
は
道
徳
的
問
題 

に

っ

ー

ぃ

て

既

成

O'
解
答
を
与
え
.る
ば
_か
り
で
が

く

ぃ
そ
れ
に
甘
：ん
じ
る
：よ

う

に
：
 

強
制
す
る
。
：占
i

l

.

i。.：
 

V .

10

政
府
の
消
滅
だ
げ
で
自
然
に
道
徳
が
進
歩
す
る
と
誤
解
し
て
は
な
ら
 ̂

い
0

:
彼
は
、
.過
誤
と
悪
徳
は
政
府
に
先
ん
じ
、
政
府
を
発
寒
せ
た
こ
と
を
M 

め
て
い
名
。
人
々
が
そ
，の
精
f

理
性
の
統
治
の
た
め
E

l

r^p
備
し
て
初 

め
て
ヽ
現
存
の
政
府
^
束
縛
を
断
ち
切
れ
る
。
.
'.
:

11
,

政

府

は

、
"
さ

1>
'

知
た
り
現
在
の
座
性
や
悪
徳
の
状
態
に
よ
っ
て
わ
れ
わ 

れ
：に
課
せ’ら
れ
た
必
要
恶
で
.

あ
る
。
社
会
契
約
説
は
成
立
し
な
い
。
政
府
は
同 

意
で
：は
な
ぐ
力
に
0

U

、
よ
：り
悪
い
.

権
力
を
抑
え
；る
た
め
の
権
力
手
段
と
し 

て)

の
み
正_

さ
.

れ
る
。.

.'.
,
:•

う

:

.

、
ぐ
.

：

.

.

■:
;

へ 

.
12
■'

政
府
に
対
す
る
激
レ
い
霊
は
ル
シ
一
が
先
鞭
を
つ
け
て
い
る
。
政
府 

:

A

九
'
 

C

 

八
九)



,
:は
.社
会
恶
を
固
矩
す
る
と
い
ぅ
見
解
は
両
者
に
井
通
の
も
の
で
あ
つ
た
°

18
..
:い
か
光
名
：手

段

ね
^
ク：.基

革

：は
達
成
ざ
れ
^
べ
；
貪

か

？

.；
：
革

命

ヤ

は
 

/
•な
.い
°
'%
-
し
尨
全
国
民
狖
寘
に
'そ
.：の
政

府

の

术

疋

を

確

信

し

た

.な
ら
ば
、
こ
れ 

，
を

变

寧

す

洚

の

，
に
暴
カ
の

.：必
要

踗

な

い

。

)

ゴ
：ド

兮

イ

ン

は

：

「

馨

的

正

義

ヒ

に
 

.

い

て

太

叛

勢

：

(

；
ー
妨
四m

.
一
六
古0

を̂

非

雙
.て
い
.：る
泛

X

も
"？
と
も
'、 

三
.，〇
年

ほ

ど■後
の
' 

H
i
s
c+
o
I
y
o
f
ch
I
lcoc

o
m
m
o

tlwealtil 

で
は
、
"
チ
ャ
一 

ル
；
 
ス 

ー
世
め
，
反

激

渚

藶

は

.自
-
5の
.：.た
め
^
戦
つ
：
た
が0:
:政
府
'は
"©禹
多
数
の 

感
情
に
明
ら
ん
^
対
；立
ん
て
'い
：た
"
.，
の
で
、

と
：：

の
時
代
ほ
ど
輝
が
.し
，：い
：時

代
は 

イ
ギ
リ
，ス
史
上
な
か
：つ
た
■と
い
-?
て
い
る
o)
：

：
：
-

 

' 

:政
治
的
谈
革
の
.た
.め
，の
.；大
き

な

結

社

齟

織

は

ゴ

_ド
ゥ
イ
ン
：
.の
.反

対

す

る

と

こ 

.ろ
と
^
タ

た
-o
徽
は
プ
ラ
ン
ス
革
#

の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
結
社
を
皿
罾 

.し
、
：
感

情

や

力

：客
ょ
づ
：
て

々

不

合

理

な

意

見

の

，
一
致

"
が

生

ま

れ

る'こ
：
と
：を

経 

験

し

た。considerations o
n

 L
o
r
d

-o:renville

w*a
n
d

 .'Mr. 
p
i
t
t

&r 

Bills: (1795) ,

に
お
.い
.て
推

、
，
ロ
.ン
ド
.ン
通
め
活
動
を
非
難
し
て
い

.
 

る

..
0
数
年
後
、：
旧
裏
解
放
と
結
社
法
廃
止
を
促
進
す
る
た
め
に
ア
イ
ル
ラ
ン 

ド
に
^

K.

を
作
る
こ
と
を
シ
エ
リ—

が

提

案

し

た

時

、
.
ゴ

ド
ゥ
イ

ン
は
^
ん
に 

手
紙
を
書
.い
て
、
こ
.の
ょ
ぅ
な
組
織
の
危
険
に
対
し
.て

重

大

な

警

告

.を

与

ん

て

.
い

る0

パ.'
.'
：'.：

.

•14
.こ
の
長
：ぃ
過
程
.の
鮝
の
社
会
目
標
は
無
政
府
.で
、
驚

か

、
へ

過

渡

的

段 

階

は

民

主

主

義

で

あ

る

。

民

主

主

義

は

全

て

の

政

府

の

ぅ

ち

で

最

.%
■

害

恶

が

少 

な

，い
。

そ

し

て

そ

れ

は

そ

の

範

囲

が

小

さ

く

構

成

が

簡

単

で

あ

ろ

ぅ

。
：

'
.15
不

正
.な
.既
成

の

財

産

制

度

：は
、

.理
性
と
博
愛
の
活
動
が
社
会
全
体
£

日

及

ず

る

こ

ー

ど

ぬ
よ

フ
て

矯
茈

各

れ

フ

女
明

生

活
の

必

需

品
、

便

宜

品

は

、
，
そ
れ 

''を
最
^
必
要
^
す
^
と
£
ろ
に
々
自
然
と
流
れ
て
行
く
//
/で
あ
ろ
ぅ
。
贅
沢
品 

V
;は
消
滅
し
、
.労
働

粝

間

枕

短

縮

す

石

。

全
で
の
：人

繁

暇

ゼ

楽

1.
':み
、：：

理
性
、
 

德
、
：_

が

そ

の

時

の

秩

序

と

：な

ろ

ぅ

0
:プ
；：

：ヴ
■

'..
て
:
？

〔

へ 

I-」：「

政

治

的

正S

—-

補

足

的

原

理v
::
,
n 

々
，
と

れ

ち

の

塞

本

的

原

理

は

、
：
い
：

V
,

つ
か
め
補
足
的
信
条
と
結
び
付
い
て
い
る
。
 

す
な
わ
ち
、
：1

的
完
金g

谨
と
は
別

.の
v>
知
的
完
金
可
能
性
。
家
族
的
情 

:

愛
。
感
謝
。
約
束
。
：誡
実
。：維
と
罰
。；
協
同
0
:結
婚
。
>不

苑

。

人

：
ロ
-° 

y

r

政
治
的
正
義
1-
以
後
I

羼

の

思

想

:.

:.
i
マ
：

「

政
治
的
正
義
*-
'
に
お
：け
る
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
思
想
は
、
後
に
い
く
つ
か 

の
決
定
的
.な
変
化
を
受
け
た
.。
：す
な
わ
ち
家
庭
的
情
愛
、
i

の
重
要
性(

説 

■;
..の：変
11
‘ゎ

い

よ

り

は

、

：：

力

点

の

寒

)

、.:

知
的
完
全
可
能
性
、
お
よ
び
必
然 

論
の
実
際
的
適
用
に
To
-
:
'
い
：て
で
あ
る
々
：

.こ

.れ
ら
め
変
化
の
性
質
と
重
要
性
を
考 

察
じ
、.
ざ
ら
に
ゴ
：ド
ゥ
ィ
ン
：の
f

的
な
見
解
が
道
徳
的
完
全
可
能
論
に
対
し 

て
，持

つ

意

味

と

、

.

.

History.'of.the c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
i
l
;

が
政
治
的
進
歩
の
.
 

条
件
に
つ
.い
て
の
彼
の
説
に
^
し
て
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
よ
ぅ
0

2

家
族
的
情
愛
に
つ
い
て
の

彼
の
態
度
が
大
き
く
変
ら
た
こ
と
は
、

一
七 

九
八
年
に
妻
の
回
想
を
出
阪
し
た
時
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、

一
七 

九
九
年
の
小
説St. L

e
o
n
:

の
序
文
で
は
、「

政
治
的
；止
義j

の
.
見

解

を

修

正 

し
.た
.か
っ
た
と
$

,
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
家
族
的
情
愛
は
人
間
性
の
本
質 

的
な

，、
：
不

滅

な

部

分

で

、

fT
ゑ
の
非
常
に
強
力
な
動
機
で
あ
り
、

徳
の
最
高
の 

も
の
と
考
え
る
.に至

：：
っ
，た
。
，
こ

れ

は

、
_

に
^

い

て

の考
え
が
変
っ
た
の
で
は

な

く

、
家

族

的

®

が

人

類

の

幸

福

を

増

進

さ

せ

る
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る

0

.

_

‘ 

3
オ
ド
ゥ
ィ
シ
の
体
系
の
礎
苻
は
理
性
で
あ
り
、
感
情
は
重
要
視
さ
れ
て 

い
な
か
っ
た
。
.だ
が
.こ
の
事
は
完
全
可
議
.の
本
質
的
な
特
徴
で
あ
り
、
感
情 

の
強
調
は
完
全
に
.は
な
さ
れ
な
い
。「：

理
性
と
感
情
に
つ
い
て
の
再
豸
罾
は
、

一
.
 

七
九
八
年
の
日
記
、「

政
治
的
正
義」

一一

S

に
#

け
ら
れ
た
#

原
理
の
要
約
". 

に
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
理
性
と
感
情
.の
.鉴
本
的
関
係
を
変
え
る
の
で 

.は
な
く
、
た
だ
感
情
の
方
を
強
調
し
た
だ
け
の
も
の
で
，あ
る
:0 

.

-4
_

一'七
九
八
年
の
日
記
で
彼
は
知
的
完
全
可
能
諭
を
修
正
し
た
い
と1

K

っ 

て
お
り
、.Thoughts 

§ M
a
n
,

 

his 

Nature, 

productions' 

E
 

Discoveries. (Iss'l)

で
後
の
考
え
を
全
.て
説
明
し
て
い
る
。
人
間
は
肉
体
'
 

的
精
神
的
に
特
殊
な
性
部
を
持
っ
て
生
ま
れ
、
そ
れ
は
特
別
な
知
的
活
動
に
お 

い
て
填
越
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
こ
に
は
知
的
な
素
質
と
限
界
と
；
 

い
う

も
の
が
あ
り
、
人
間
は
平
等
な
知
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
と
い
う

.H

ル
ヴ 

X
シ
ゥ
ス

'

の
主
張
は
正
し
く
な
い
。

だ
が
.コ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、

特
趴
な
場
合
を
除 

け
ば
、
全
て
の
入
間
は
正
し
く
導
か
れ
る
な
ら
ば
そ
の
適
し
た
方
向
に
お
い
て 

の
び
る
才
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。」

入
間
は
無
限
な 

知
的
進
歩
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
分
野
は
厳
密
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

;.
.
5

道
徳
的
完
全
可
能
論
に
つ
い
て
は
、
.生
ま
れ
た
時
の
徙
格
を
や
や
重
視 

す
る
と
は
い
え
、
そ
の
基
本
的
.な
'玉
張

を

変

え

て

.は

い

な

い

0

ン

ぐ.
：

'
,

6

彼

は

、.必

然

の

真

趣

：は
、
：：

.

い

か

：に

麗

的

わ

は

純

糚

^

考

え

ら.
れ
^
い 

て
も
、
人
間
に
は
基
本
的
な
根
深
い
自
由
の
感
覚
が
あ
る
の
で
、
実
践
に
お
い 

て

は

採

用

さ

れ

匁

い

：ど

い

を

i

と
を
信
じ
る
に
至
：.っ
た
。

：
)

;

ウ
イ
リ
ア
ム

*

ゴ.

ド
ウ
イ
ン
研
贫
文
僦

0

0

•

7 

H
i
s
t
o
r
y

o.
f 

c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
:

を
書
い
た
時
、
改
革
の
手
段 

に
つ
い
て
、
ゴ
ド
ウ
ィ

'/
の
心
に
は
共
和
派
運
動
の
見
解
と
、
政
治
的
進
歩
の 

必
要
条
件
.に
つ
い
て
の
見
解
と
い
ぅ
ニ
つ
'の
矛
盾
す
る
4-
办
が
あ
.っ
た
。
だ
が 

彼
は
最
も
穏
健
な
場
合
で
%•
直
接
行
動
を
擁
護
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

.一
八r

 

九
年
に
は
、
..自
分
を
//
原
理
.に
お
い
.て
共
和
派
だ
が
行
動
に
お
い
て
は
ウ
ィ
グ 

党
"
：
と
：云
っ
て
い
る
？

-"- 

'.!
ノ 

-

.

,

8

こ
れ
ら
の
変
化
の
真
の
意
味
は
、論
理
的
な
含
意
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
 

心
理
的
な
傾
向
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
厳
密
に
論
理
的
.な
見
地
か
ら
す
れ 

ば
、
彼
の
体
系
ぱ
少
し
も
そ
の
基
本
を
変
免
て
い
な
.い
。
彼
ば「

政
治
的
正
義J 

に
お
い
て
徳
と
矛
盾
ず
る
と
考
え
た
家
庭
的
情
愛
を
、
今
や
徳
の
最
高
.の
関
心 

事
と
■み
な
し
た
が
V
人
類
の
幸
福
と
い
ぅ
徳
の
原
理
自
体
は
不
変
で
あ
る
0
彼 

は
依
然
と
し
て
功
利
説
を
固
守
し
た
。
ま
た
、
動
機
に
於
け
る
感
情
を
重
橄
し 

た
が
、
こ
れ
は
強
調
点
を
移
し
た
だ
け
で
、
感
情
と
理
性
の
基
本
的
関
係
を
変 

え
た
.の
で
は
な
い
。
着

1.に
、
彼
ば
人
間
の
知
的
完
全
可
權
性
に
は
重
大
な
制 

.限
を
加
え
た
け
れ
ど
も
、
：.彼
の
主
要
な
1

で
あ
る
道
徳
的
完
全
可
能
性
に
は 

こ
め
ょ
ぅ
な
制
限
を
加
え
.て
，
い

な

い

。
，
最

後

に

、

彼

は

必

然

の

理

論

は

そ

の

全 

て
の
_
31
的
結
果
に
お
い
て
_
罾
の
_
罾
や
む
ゑ
を
導
く
11
理
と
な
る
め
で
は 

.な
い
と
信
じ
る
に
：至
っ
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
特
別
の
場
.合
に
お
い
て
理
性
が
働 

，が
な
'い
..の
は

、
：
，異

常

な

震

の

ゆ

え

で

あ

っ

て

ハ：：

他

め

全K

の
場
合
に
は
、
合 

理
的
羅
信
が
必
ず
符
為
の
中
に
含
ま
れ
て
V
る
と
考
え
た
。
..

:

•他
方

に

お

、い
て
、

(

こ
の
変
化
の
心
理
的
傾
向
ば
体
系
©
基
礎
を
脅
か
す
。
以

.上
の
変
，化
.は
、

人

間

性

.の

中

に

は

道

徳

的

進

歩

の

可

能

性

を

妨

げ

る

も

の

は

な

..

..
 

.

.

.

.

.

.

ベ
九
.一.

)



い
：どS
う
^

1

道̂
徳
盼
行
|
に
導
く
撖
性
哎
^

於̂
知
る
と
い
う
腚
衆
.に
詩 

'問
を
も
た
也
る
-0
.:,::

,

V')

こ
.が
ら
生
ま
れ
る
人
間
の
槭
念
は
、
碳
治
的
正
義」

、：に
お
-け
を
：も
め
と 

非
常
に
興
な
？
て
.

i
る
。
：t
:の
修
疋
さ
れ
た
人
間
概
念
の
中
に
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン

の
変
化.
の
真
の
意
味
が
あ
る
0

..
'.
.
: 
ノ

バ
'.
十

..

■:
.

.-

.

.

'

v

>
 農

的

見

解:：
'
■:
V
. 

^

-
1

rf
ド
ゥ
ィ
ン
は
ニ
六
歲
t
で
力
ル
ヴ

.

ィ
ン
主
義
を
信
仰
し
て
い
だ
：が
、

.

 

自
然
の
体
を
読
ん
で
理

#

者
と
'な
つ

た
と
い

う

。

し

か

，
し

な

が

ら

、

理 

は
全
く
.異
質
的
な
も

ゆ
な
の
，で
、.

プ

_リ
ー

ス
ト
リ

の
：
影

響

で21
年
間 

s
o
c
i
m
a
:
n
i
s
m
(

.y.

シ
ル
，..：ス.教
、
.十
.六
.世
.紀
；イ
タ
リ
：.ァ
の
'

..Fanstns... socinus... 

の
教
義)

を
採
？
た
。.
そ
し
て
ホ
ル
ク
ロ
フ
ト
.の
馨
に
ょ
つ
•て
、

彼

の

懐

疑

.：

緣

ま

り

、

.1

七

九1

年

に

無

課

者

と

な
.つ
た
。
.

2 

'
.
遊

治

的

正

義

」

を

書

い

た

時

彼

は

無

；

で

ぁ

、

て
、
：
宗

教

の

問

題

：
 

に

ふ

れ

た

，時

に

も

キ

リ

ス

ト

神

学

.に
つ
.い
て
©
立
場
.を
明
ら
か
に
し
た
り
体
系
，
 

的
考
察
を
加
£
た
.り
は
し
な
か
*?
た
0
そ
こ
で
は
宗
教
と
政
治
の
関
係
が
主
な 

で
、
彼
は
国
教
会
は
人
間
の
合
理
的
能
力
.の
i

:
に

有

害

極

ま

，る
も
の
と 

攻
_
し

た

。-1
研

究

者」

.
に

も

、
：
宗

教

論

は

な

ぃ

。

 

.

し

か

し

な

が’ら
、
繁
宗
教
問
題
を
無
視
し
.て
.い
た
の
で
は
な
1>
°
彼
は
| 

七
九
八
年
の
0'
記

に

^Dissertations 

o
n

 

the 

K
e
a
s
o
n
s

 .and 

T
e
n
d
e
n
c
y

o.
f R

e
l
i
g
i
l
o
p
l
n
i
o
.
a
.

と
い
う
題
の
■書
物
を
書
ぐ
計
画
を 

:

述
べ
て
い
る
。
そ
の
第
一
論
文
ば
谣
界
の
起
源
は
人
間
の
理
解
力
を
越
え
た 

問
題
.で
あ
る
と
と
を
示
し
、
一⑵
最
後
の
審
判
の
説
を
稷
え
し
、
⑶
こ
れ
ま
で
の
：

. 

, 

丸
、
一

r

 

c

九

ニ〉

、：
：

.
ン

.人

•■
'
.
'

あ

ら

ゅ
各
攀
が
不
合
理
で
ば
秦
ば
か
：し

.1 >
'
'

ご
：と
を
強
調
し
、

'
そ

の

第

一

一

論

文

r

 

'

は

，
信
仰
.

r

般

、
‘
特

に

鍾

の

有

害

な

効

果

ゼ

敬

う

は
ず
で
あ
っ
た
。

.，

.「

#
は
V
:キ
ダ
^
ト
神
学
，は
自
B
矛
盾
に
満
ち
、
•経
驗
.に

ぞ

、
無
用
の
仮
說 

で
あ
り
、
i
:り
わ
け
人
間
悟
性
の
健
全
さ
、：
性
格
の
'敗
さ
、
精
神
の
安
ら
が
■さ 

に
さ
か
ら
う
も
の
だ
.と
考
え
た
の
で
あ
る
。，

..

■ 

. 

..

■:

匁

結

:-
論
"
.
ニ 

.
1
.

:
,
r

つ
o
致
命
的
な
.欠
陥
が
：、
：ゴ
ド
ゥ
イ
シ
.の
^
系
.の
.中
心
に
あ
る
。
.
 

——

人

間

の

符

為

：を

支

配

す

る

理

性

の

カ

に

つ

い

.て
の
誇
張
さ
れ
た
考
え
、
趣 

性
に
反
す
る
人
間
の
性
質
に
：本
げ
る
本
来
的
' 
動
^
§
カ
；に
0:
い
.て
の
鹩
っ
た 

評
舻

.

..
,

' 

ノ

.
■
'
..
:
'.
0
.

理
性
^
外
の
力
は
彼
に
.と
'つ
て
.明
ら
か
で
な
か
：.づ
た
。
そ
の
よ
う
な
：欠
点 

.

は
；、
- #
の

時

代

の

知

的

な

傾

向

->
'
一
：
般

的

な

歴

史

的

な

連

動

に

よ

-?
.
て

増

し. 

.

た

。

完

全

可

能

性

を

信

じ

る

彼

の

先

駆

者

達

は

、
精

神

は

単

に

鐘

の

.産
物
で 

.
あ
る
と
見
て
、
道
徳
上
の
素
質
を
全
ぐ
否
認
し
た
:°
:ゴ
：.ド
ゥ

イ'/
.は

こ

れ

に

ソ 

ダ
ラ
デ
ス
的
な
学
説
を
結
び
仗
け
、
人
間
か
,
体
钇
理
性
の
f

:ず
る
。

精
神
は
生
ま
れ
た
時
は
白
紙
状
態
で
あ
る
.と
ず
る
当
時
流
行
の
信
念
が
ま
た 

，
道

徳

問

題

に

対

す

る

'ゴ
ド
ゥ.イ
ン

の

，
極

端

な

单

純

化

に

役

立

•
.つ
た
。
さ
ら
に
、

こ
...
れ
：と

関

連

し

て

重

要

な

影

響

は

、

{=
}■然
界

の

力

に

：対

：す

る

理

性

の

あ

：た

' か
も 

.
神

の

ご

と

き

支

配

に

人

々

が

陶

酔

し

て

..い
る
こ
と
.
で

あ

ァ

た

。

も

ち

ろ

ん

こ

れ 

は

道

徳

の

領

域

の

成

果

で

，は
な
い
：が

、

自

然

街

則

の

発

見

に

よ

.る

自

然

の

支

配 

は
、

人

間

と

社

会

の

法

則

を

.発

見

す

る

こ

と

に

よ

つ
て

社

会

的

證

を

支

配

し
 

得
る
と
考
え
さ
せ
た
9
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
求
め
.た
も

の

は

、
，
政

治

の

原

理

を

.〃
不.

動
の
遨
礎
の
上
に
置
く
"
：よ
5
な
麗
で
あ
る
。

■,

最
後
に
、
■彼
は
フ
ラ
ンX

革
命
時
代
の
思
想
家
を
支
配
し
て
い
た
精
神
犯
よ. 

づ
.て
^
1
2さ
れ
て
.い
た
:0
こ
の
時
代
の
人
.々
.に
と
っ
て
は
、
.
一
つ
の
抵
抗
し
が 

た
い
流
れ
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、
専
制
と
特
権
と
不
寛
容
找
ー
掃
さ
れ
つ
つ
あ
：
'

 

る
よ
う
に
見
克
た
。

は
前
途
.に
知

性

に

よ

っ

て

.照

ら

さ

れ

た

素

晴

し

い

眺 

.望
を
仰
ぎ
、パ
遠
く
楽
園
の
.金
の
塔
を
見
た
の
で
あ
る
。
ゴ
.ド
ウ
ィ
ン
は
彼
等
と 

共
に
、
理
性
と
い
デ
巨
人
に
よ
う
て
藤
と
い
う
小
人
を
征
服
す
る
と
い
う
感
動 

的
で
は
あ
る
が
非
現
実
的
な
夢
を
見
た
。

:

:

2 

.そ
れ
で
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
：の
体
系
は
過
ぎ
去
っ
た
時
代
の
風
変
り
な
磨 

物
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

M
t
的
興
味
を
離
れ
て
も
、
そ

：の
欠
点
に
も 

拘
ら
ず
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ
に
語
り
か
け
る
多
く
の
も
の
を
持
っ
て 

い
る
で
あ
ろ
う
。

.

時
の
流
れ
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
が
教
え
た
全
て
の
利
己
的
な
境
界
を
超
越
す
る 

ヒ
ェ
：丨
マ
'
テ
ィ
へ
の
奉
仕
の
重
要
さ
を
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
し
た
：。
彼
は
、
 

国
家
の
、ど
ん
な
最
高
の
善
を
も
っ
て
し
て
も
個
人
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
侵
害 

を
徵
う
こ
と
は
出
来
な
い
.し
、
.神
ま
た
は
人
間(

1

般
に
認
め
ら
れ
て
も
！)

の
ど
ん
な
嚴
終
的
制
裁
^
そ

れ

を

正

当

化

す

る

こ

と

は
出
来
な
い
と

^
ベ
た
。
：.

こ
の
よ
う
な
考
え
は
彼
の
時
代
に
必
要
で
あ
.っ
た

し
.'
'

今
日
で
も
そ
の
力
を
失
.

ク
て
い
な
い。

'
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彼
は
、.
エ>

ヴ

，
ェ

 

>
.

ウ
タ̂

は
異
本
っ'
て
、
：人

間

の

徳

と

幸

福

は

真

理

と

正

■

 

義

の

農

と.
⑷
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
ゼ
主
張
し
た
。
人
間
は
自
由
に 

成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
が
い
！

こ
れ
が
全
て
.の
人
間
慾
衆
の
最
も
基
礎
と
な

.

兮
イ
リ
ア
ム
.

ゴ
ド
ウ
イ

ソ
研
究
文
献
つ
一
し

る
の
で
あ
る
。

パ
,

•

彼
は
、
.
こ
の
_
由
が
政
治
制
度
.^
よ
っ
て
危
険
と
■な
る
：さ
ま
を
驚
く
ほ
ど
よ 

く
知
っ
て
い
^

■■
■:彼
は
政
府
の
構
造
を
簡
举
に
し
、
そ
の
権
限
を
縮
小
す
る
こ 

と

を

唱

え

：た

。

-
こ
れ
は
現
代
で
は
困
難
で
あ
る
が
' 
あ

る

種

の

権

力

の

-^
中

を 

葡
す
る
こ

.と

.は
行
^

れ̂
よ
う
。
：

.'.

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
：ば
'^
0,
'
-読
.ん
で
％
役
に
立
つ
だ
ろ
う
.

_

彼̂
の
体
系
の
欠
点
は 

今
日
で
は
さ
ら
.に
明
白
で
は
あ
る
が
。
彼
の
観
察
の
あ
る
も
の
：は
.鋭
く
、
洞
察 

'.
は
深
い
。
.そ
の
誤
ま
り
す
ら
が
、
し
ば
し
ば
非
常
：に
示
唆
に
富
む
;0
と
り
わ
け
、
 

彼
は
文—

明
の
価
値
の
確
固
た
る
支
持
者
で
あ
っ
た
。
彼
ぶ
感
じ
た
危
機
感
や
そ 

の
^
さ
を
学
ぶ
と
と
に
よ
っ
て
，
わ
れ
わ
れ
は
な
お
人
間
社
会
の
最
高
の
理
想 

に
役
立
つ
...
こ
.
->
:
が
出
来
.よ
う
0
.. 

ン
.

*

.
* 

- 

* 

'

. 

.

.. 

' 

.

,
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が
非
常
な
読
書
家
で
あ
-り
、
ま
た
独
創
的
な
思
想
家
.で
も
あ
っ 

て
、
.単
純

な

解

釈

を

許

さ

な

：い
と

.い
う

点

で
は

，、
い

か

な

る

研

究

者

も

.

r

致

し

■て 

..
い
る
0
だ
が
概
括
す
れ
ば
、
プ
リ
一
.ス
：ト
リ
.は
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
基
礎
1
あ
る
プ 

.ラ
ト
ソ
的
合
理
主
義
を
強
調
し
て
功
利
主
義
を
拒
み
、

.一
方
フ
レ
イ
シ
ャ

I
 

は
、
啓
蒙
思
想
家
の
時
^
！?神
と
：の
結
び
付
き
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
よ 

^

0
次

回

に

お

，
い
..て
両
説
を
検
討
し
、
.そ
の
後
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
予
定 

で
あ
る
？

:
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